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本稿では，自動伴奏システム Eurydice を応用した，介護老人保健施設での新しい音楽レクリエーショ

ンについて述べる．本稿第 2 著者の坂井は，打ち込み MIDI を再生したカラオケによる音楽レクリエー

ションを介護老人保健施設で 700 回以上実施してきた．本研究では，Eurydice に，入力した standard 

MIDI file にビート指示用の特別トラックを追加する機能を実装し，どの鍵を打鍵しても楽曲が順次進行

するように拡張した．また，ワイヤレスの音楽キーボードを用い，より多くの施設入所者が音楽レクリ

エーションに参加できるようにした．演奏した施設入所者は，自動伴奏システムに対してビートを与え

る指揮者の役割を果たすことになり，好評を得ている．また，施設入所者間のコミュニケーションの活

性化も見受けられ，リハビリテーションや音楽療法などへの活用も期待される． 

 

1. はじめに 

 介護老人保健施設（老健）とは，病院と自宅の

中間的施設として位置づけられる公共型施設であ

り，専門スタッフによるリハビリを通じ，入所者

が在宅復帰することをその目的としている[1]．入

所期間中はリハビリテーションが中心の生活とな

るため，個人の自由時間は少なく，イベントやレ

クリエーションなども少なくなりがちである[2]．

そのような中，本稿第 2 著者の坂井は，ボランテ

ィアとして老健にて音楽レクリエーションを取り

組んでいる．その内容は歌唱であるが，ボランテ

ィアで行っているために予算はほとんどなく，ま

た，所望の楽曲のカラオケが入手できるとは限ら

ないことから，坂井は手動で電子楽譜を作成して，

その SMF（standard MIDI file）を再生してきた．

本研究では，老健の入所者（以下，施設入所者と

略す）を対象とした自動伴奏システム Eurydice

（ユリディス）を活用した参加型の音楽レクリエ

ーションについて検討した．Eurydice は任意のジ

ャンプを許容する世界初の自動伴奏システムであ

り，これまでにピアノ練習支援を主眼として開発

してきた．ある程度の演奏誤りを許容するが，基

本的には楽譜通りの演奏が期待されている．その

一方で，施設入所者はピアノ演奏そのものができ

ない方が多い．そこで本稿では，Eurydice の新た

な活用方法として，任意のピアノ打鍵に対して楽

曲を進行させる仕組みについて述べる． 

2. 自動伴奏システム Eurydice を応用した音楽

レクリエーション 

 自動伴奏システム Eurydice（ユリディス）は，

従来のカラオケ式の伴奏とは異なり，人の演奏に

合わせて伴奏演奏を与える[3]．奏者の演奏の弾き

誤り，テンポ変動，任意のジャンプなどに柔軟に

対応する．本研究では，どの鍵を打鍵しても楽曲

が順次進行するように Eurydice を拡張する． 

SMF には，拍子の情報が含まれており，楽曲

が何分の何拍子かを読み取れる．そこで，拍子の

分母が 4 の場合は，四分音符を並べることとし，

各音符長 tnote は，一般に SMF のヘッダから得ら

れるデルタタイム tdelta と等しくなり，1 小節あた

り拍子の分子 nnum の個分の音符を並べる．また，

拍子の分母が 8 の場合は，一般に八分音符 3 つ毎

に拍を刻むことから，付点四分音符を 1 拍の音符

長として 

tnote = tdelta × 3 / 2             (1) 

を求め，1 小節あたり nnum / 3 個分の音符を並べ

る．Eurydice は，SMF の読み込み時に楽曲全体

の長さ twhole を算出している．これに対し，追加

する音符列の時間長の総和 tsum = ∑tnote が 

tsum ≤ twhole               (2) 

の間，音符を配置し続ける． 

音高はいずれもノート番号 0x00，ベロシティ

は 0x7F(127)とする（図 1）．この音高は，市販

されている通常の音楽キーボードでは演奏できな

い． Eurydice は，楽曲の順次進行であるならば，

現在の楽譜位置の次の音を期待しているが，実際

に音楽キーボードから入力される MIDI 信号の音

高は，常に誤っている．このとき，楽譜上で
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の奏者の演奏する音高は全て 0x00 であるため，

どの位置の音符として演奏したのかは不定である．

このような状況下においては，Eurydice は，全て

の音符位置にジャンプしうるために均一の確率を

算出することになるが，特に音高誤りが生じたと

して次の音符の確率が最も高くなるため，順次進

行した音符位置を新たな演奏位置と推定する．も

し，これが音楽キーボードで演奏できる音高（ま

たはその範囲から少しだけ外れた音高）であるな

らば，同じ音符位置の弾き直しや，楽譜の前また

は後ろの位置への大きなジャンプと推定される可

能性がある．したがって，意図的に常に大きな音

高誤りが生じさせることで，どの鍵を打鍵しても

楽曲が順次進行していくことを実現している． 

また， Bluetooth によるワイヤレス接続式の 

KORG 社 microKEY Air–25 を用いるようにした． 

その有効距離は最大 5 m であり，駆動には単三電

池 2 本を用いる．これまでの USB 接続式の音楽

キーボードを用いた場合は，PC 周辺の最前列の

参加者だけが音楽キーボードで演奏していたが，

感情や意志を前面に出しにくい（会場の中央から

後方にいることが多い）ものの実際には演奏に興

味のある参加者にも容易かつ安全に演奏の機会を

与えることができるようになった．図 2 では 

microKEY Air–25 を用いつつその場で足踏みをし

ながら Eurydice をテンポ制御して演奏している

様子を示している．体や足に USB ケーブルを巻

き付けたり引っ掛けたりすることなく，

Bluetooth 信号の届く範囲で自由に移動できる．

自分のペースで足踏みに合わせて演奏でき，また，

一定のテンポで打鍵できているかどうかを，演奏

音を聞きながら耳で確かめることもできる．これ

らのことから，当システムはリハビリテーション

において有効と考えられる． 

実際に演奏を体験した施設入所者からは，「と

ても楽しい」や「自分が全ての楽器を演奏してい

るかのようだ」などの好意的な意見が得られてい

る．さらに，演奏を体験した施設入所者に他の施

設入所者が「よかったよ」や「上手だったよ」な

どと声を掛ける場面も見受けられ，施設入所者間

のコミュニケーションの活性化にも役立っている． 

 

3. まとめ 

本稿では，介護老人保健施設での音楽レクリエ

ーションにおいて自動伴奏システム Eurydice を

活用する方法と実践について述べた．これまでは，

音楽レクリエーションはカラオケとして楽曲を再

生して施設入所者が歌っていたが，より積極的に

楽曲の制御に関与することで，より大きな喜びや，

施設入所者間でのコミュニケーションの活性化が

図られている．また，テンポ制御用の特別トラッ

クを Eurydice 内で自動的に追加・削除できるよ

うにし，SMF の編集作業の負担を軽減できた．

さらに，Bluetooth によるワイヤレス音楽キーボ

ードを用いることで，PC から離れた場所での演

奏や，安全かつ自由な移動が可能となった． 

今後は，各パートの音量調節を Eurydice 上で

実施可能とすること，楽曲選択方法を改善するこ

となどに取り組む予定であり，また，当システム

の効果に関する定量的な評価を検討していく．さ

らに，リハビリテーションや音楽療法，寝たきり

の方への対応，ボランティアの育成などについて

も検討するほか，未就学児への適用をさらに発展

させ，社会福祉や初等音楽教育に貢献したい． 
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図 1 特別トラックを含む SMFの楽譜例（村祭り） 

図 2 ワイヤレス音楽キーボードを用いて，足踏みを

しながら演奏している様子． 
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